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2．受信用アンテナ

黒　　川 兼　　行・須 田　　徳 蔵

　ロケットから送られた電波を受信するアソテナとして

は第1図に示すゾソデ用の反射器1，導波器2を有する

八木アソテナおよびヘリカルアソテナを準備した．八木

　　　　　　　　　第　　1　　図

アソテナはその構造上アyテナ面に平行な偏波分のみし

か受けることができないので，ロケットが廻転し送信電

波の偏波面が八木アソテナのそれと垂直になると受信レ

ペルがスレショールドレペル以下に落ちてデータがとれ

なくなってしまう怖れがある．こういうことを防ぐため

にへiJカルアyテナをも採用することとし，偏波面の影

響が無く，しかも好ましい指向性を有するアγテナ形状

を決定するために9000Mcで模型実験を行った．すな

わちng　2図（a）（b）に示すような装置により9000　Mc

の電波をホD／型アソテナから放射．約20波長離れた

所でこれをヘリカルァyテナで受信，ヘリックスの巻数，

直径，ピッチ，その形状等をいろいろ変化し，もっとも

簡単で大きさも大体適当でしかも偏波面の影響のないも

のを実験的に求あた．

　このようにして決定したヘリカルァソテナの形状を波

約

『團H塾
‘a）へIYカルアンテナ模型実嚢装置

第　　2　　図

｛b）ヘリカルァンテナ摸型

　　　　　　　　　第　　3　　図

長に比例して拡大し414Mc用のものを製作した．その

構造寸法を第3図に示す．またこのヘリカルァソテナの

指向性は第4図に示す通りである．他方八木アyデナの

アyテナ面内の

指向性は第5図

に示した．なお

これに垂直な面

内の指向性はほ

ぼ第5図と同形

であるので省略

する．八木アソ

テナの利得は約

14db，ヘリカル

アyテナの利得
　　　　　　　　　　　　第　　4　　図は約8dbである．
　　　　　　　　　　　　　　　　0
ヘリカルアyテ

ナの利得が小さ

いのは偏波分の

・一福ﾌみしか利　　。

用していないこ

と，およびミス　号

マッチによるも

のと考えられ
る．

（1955．12，26）　　　　　　　　　　　　　　　　　n。・

　　　　　　　　　　　　第　　5　　図
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3．ベビー丁用地上受信機
倉茂周芳・福島　茂・桑木　宏・瓜本信二

1．　回路および動作の説明

　受信機の設計にあたって，特に考慮された特性上の要

求は下記の如くである．

　（1）AMおよびFM検波のいずれにも切換え可能であ・

ること．これはテレx・一一タ送信機が当初AM方式として

設計が進められたことと，種々の性能試験に利用する場
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第8巻　第2号

合の実際上の利便を勘案したことによる．

　（2）総合帯域幅として最低2Mc以上であること，こ

れは送信機の中心周波数安定度が十分でないため，多少

の偏差にも支障のない受信を可能とする上で必要であ

る・受信機としての安定度および取扱いの容易さの点か

らいって，クリスタル・ミクサを用いるスーパー・ヘテ

官ダイソ方式が望ましいが，製作期間の短いことを考慮

して従来十分の経験を有する高周波増幅器を用いた二重

スーパー・ヘテPダイソ方式によることとした．受信機

の系統図は第1図に示すとおりである．

オ1局部
発振番
6J6

室・線悪周波　濯番高縫窩

　　2C40　　　　6J6　　　　6AK5x3

　　　　　　低周淑　　周淑数
　　　　　　増　　　　　弁別器
　　　　　　12AX7」6　　　　　6AL5

FM信号監視

倍号出力

才2局部
発撮器
V2　6J6

薦2器嵩糊検縄
6Jθ112　　　6AKsx5　　　　1N34

　　　　　　　　AM復調信号
撮巾制限　　　振巾制限　　　低周波

番（オ2馬　　器併1　　　増
6AK5　　　　　6AK5　　　　12AX7髪

第1図

　蓬　　監襯
　1　2AU71th　　ズピ一力

受信機系統図

　以下各段の回路を説明すると次の如くである．

　a・　高周波および第1混合部　高周波増幅部は2C40

を用い，幅約45％長さ100％の3枚の平行板を第2図

　　　　　　　　平行板共振同路　　　　　　のように

同車由ケーフ，レ

ひ差篇）一”

線

　＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿＿－t＿一＼6AK5

　同軸ケーffル　’、（オ仲鯛

謄1二y
駆　　　混合器）

発振コイル

6J6
（才4局部発栃L番）

　　第2図　高周波増幅および第1混合器

挿入して相当密結合とし，高周波的にはプッシュ・プル

で動作し中間周波に対しては並列増幅となっている．

　第1局部発振部は陽極同調プッシュ・プル発振器で

6J6を使用している・プレート間の発振コイルは直径

約40％の円環で，この中央に直径35％の円板があり，

これの回転によって発振周波数を変化している．可変範

囲は約30Mcである．

　第1混合部と第1局発部の結合は，2％直径の銅線に

てルー一プを作り，これをレッヘル線および発振コイルに

適当に近づけて調整される．

　b・　高周波・第1中間周波結合部　高周波部と第1中

配置し共

振回路に

してい
る．

　第1混

合部は平

行板のグ

リッド・

フレ！Ptト

間にレッ

ヘル線を

51

聞周波部は構造的に

相当の距離があり，

この間の結合には同

軸ケーブルを使用す

る必要がある．した

がってこの部分は第

3図に示すような

C結合のバソドパ

ス・フィルタ回路を

形成する．

　両端の遮断周波数

をf1，　f2とすれば

　才1混合番　　　　　坤1中固周波増巾番

　　圏G，＿．＿G、　」7

卿藤「箏第

等価回路

　　　　　　d

第3図　高周波第1中間
　　　　　周波結合回路

　　　　　　1f、2－
　　　4π2∠・（C1十C，）

　　　　　　　1f22＝
　　　・n・L（C、＋2C＋C・　　　Ct十Cm）

・（1）

・（2）

　この受信機ではf2－fi－6Mcとなるよう調整してい

る．』

　c．　中間周波部　第1中間周波数は38Mc，第2中間

周波数10Mc，第2局発は6J6を用い48　Mcである・

第1および第2中間周波増幅段は全部6AK5を使用し，

遮蔽格子および陽極電圧は120Vである・第1中聞周波

増幅段は，bifilar巻のコイルによる二重同調型，第2中

間周波増幅段は単層コイルの単一同調型で，いずれもダ

スト・コァによ．．て共振周波数の調整を行うようになっ

ている．シャー7は幅50％長さ430％のアルミニウム

製である．真空管ソケットなどは一度小さい黄釦板に取

付け，これをさらにシャーシに取付ける．このようにす

ることによって，アースは直接ハソダ付を可能としてい

る．段間減衰抵抗はISOO　aで総合帯域幅は2．　4　Mc，

利得93dbである．第2局発信号の漏洩を防ぐために

第2中間周波段にトラヅプを付加したこと，最終段の増

幅部に約10cmの同軸ケー一ブルがあり，そのため回路

の漂遊容量が増大したため，若干利得が犠牲となった．

中間周波増幅部の

樽騨第4図゜ @／へ

制限回路は

で，これに用いる

真空管の組合せは

種々考えられる

が，保守の都合上

1，2段共に6AK5

を使用した．1段

目の時定数は2．5

　　　　　L，4Mc

＼、

　　　　　　」＿」＿＿＿＿L＿＿＿L＿一J
　　l55　　　56　　　57　　　38　　　59　　　40　　　41

　　　　　　　　周波数‘MC）

第4図　中間周波増幅・部周波数特性
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噸蹴

　　　　　　　第5　図

μs，2段目は5μsとした・

極電圧は両者共80Vに固定し，遮蔽格子電圧は両者共

45Vにした．振幅制限回路の振幅制限特性は第5図に示

す通り遮蔽格子電圧によ一、て種々変化する．上記の値で

は③の特性で約0．25V以上の信号入力に対し，偏差1db

以下の振幅制限が行われる．

　e．周波数弁別回路　ごく普通のFoster－Seeley型の

ものであるが，その回路条件は次の通りである．

1．0　　　　　　　1．5　　　　　　　2．0

　　信号入力電圧〔v．

振幅制限特性

回路を簡単にするため陽

中心周波数10Mc

最大周波数偏差」：600kc

1次，2次イソダクタソス比L，1L，・＝2

1次，2次コイルOの比Q・／9・－2

Kレ／（？1Q2＝：2

　　　　　　　　　　　　　これの特性を第6図

　第6図
定の結果2a

である・

　2．　総合特

性

　a．総含周

波数特性　第

　　　　　　　　　　　に示す．

　　　　　　　　　　　　f．低周波増幅回路

　　　　　　　　　　　送波出力の中　6．2kc

　　　　　　　　　　　のレペルは一般に多少

オ．．81．　　　tl．2　低いため受信機低周波
　　　　一一一一レ周波数CMC／S）
　　　　　　　　　　　部の特性でこれを補償

　　　　　　　　　　　している．

　　　　　　　　　　　　9．電源部　6AS7

　　　　　　　　　　　6SL7を用いる直列制

　　　　　　　　　　　御型安走化電源で特匪

　　　　　　　　　　　を第8図に示す．直流電

　　　一3v　　　　　　圧可変範囲は1SO　V　・v

　　周波数弁別特1生　　230Vで内部抵抗は測

dB①

：1②／
こl

　　lO2G／S

ttt｛tN－_

第7図低周波部総合特性
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9図に示す，

総合帯域幅約

2．31Mclでほ

ぼ予定の通り

である．

　b．総合利

得　106db

ただし受信機

入力より振幅

制限回路の入

力までのもの

である．

　c．総合歪

率　中心周波

数　414Mc，

変調周波数

1000c／s受信

機検波出力電

流200μAの状

態で低周波増
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　第8図　電源特性

　5db
－一一．．一し一一．．

　2．5MC

＋B電圧＝　200VDC

　　二6．5VAO
入力25db＝coηst．
Gain＝106　db

　411　　412　　415　　414　　415　　4t6　　417

　　　　　－一周汲数（MG）

第9図　総合周波数特性

幅器の出力の歪率を求めている．

　結果は下記の通りである．

　最大周波数偏移

　　　±100kc

　　　±200kc

　　　±400kc

雑音指数

附　記

i歪　率

2．8％

3．0％

4．3％

　d．　　　　　SG法にて測定し13dbであった・

　3．

　ベビー－Tテレメータ装置の受信機について，その内容

を報告．した．実用の結果は別記の通りで，一応，実験期

間中安定に動作し，所要の役目を果たしえたことは喜び

　　　　　　　　　　　　　　　　　にたえない．最
　　　　。周。同調　　　／
　　　　　　　　　　　／
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後にこの設計，

製作に関し東大

高木教授野村助

教授をはじめ種

々ご指導ご支援

を賜った皆様に

厚く感謝の意を

表わす次第であ

る．
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　　　e　「’附図th．漉テレメータ

　　　受信機用電源
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